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〈 概要 〉 英文 リ
ー

ダビ リテ ィ の 測定に は こ れ ま で 単語 数 と音節数 に よ る もの が多 く考 え ら

れ て 来た が 、 我 々 は こ れ らに 単語 と熟語 の 難 易度 を加 え た新 た な指標 を開発 した 。そ の 開

発 には 単語 と熟語 の難易度 を与 える 辞書 とこ の 辞書 を利用 して 文 を解析 す るプ ロ グ ラム が

不可 欠 で あ る 。
こ の 報告 で は こ の プ ロ グ ラ ム の 主 な機能 とこれ を使 っ た新 しい 指標 の 開発

方 法 を説 明 す る 。
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1 ．は じめに

　英文 リ
ー

ダビ リテ ィ の 測定につ い て は、こ

れ まで様 々 な指標が与 え られ て来た が、ほ と

ん どは単語数 と音節数によるもの で あ り、文

の 搆 造 や単語の 難 しさな どを考慮 した もの

は ほ とん ど見 られ なか っ た 。 最近 、 熟語の 難

易度 を取 り入 れた指標 の 開発 も進 め られ て

い る が
1）
、まだ具体的 なシ ス テ ム として は完

成 し て い ない
。

　 こ の 状況 を ふ ま え 、 我 々 は 英語学習者 の た

めの 英 文 リーダ ビ リテ ィ指標 の 開発 を始め

た 。 手 始め と して単語 と熟語 の難 易度 を加 え

た新た な指標作 りを 目指 し、単語辞書と熟語

辞書 の 作成 、 及び英文 の 難易度 を測定す るプ

ロ グラム の 製作を開始 した 。 単語辞書に は 出

発点 として JACET 　8000 を使い 、単語 の 難易

度はそ の 中 にあ る単語 の ラ ン ク を利用 す る

こ とに した
。 また単語 の 変化形に つ い て は 、

JACET 　8000 の 各単語 にその 変化形 を加え、

原形 を見 出 し語 とした 。 単語 の 音節数に つ い

て は 変化形ご とに異なるため、プ ロ グラム に

よ り計算する こ とに した 。 熟語辞 書につ い て

は、雛形 とす る もの が見つ けに くい た め 、 旺

文社 の 英語 基本 熟語 集大学入 試 1000 熟語 を

利 用す るこ とに した 。

　 こ の 研 究 に は 日本 学術振興会科学研 究費
補助 金 基盤研 究 C （19520535）の 援助 を受

けて お り、 謝意を表 したい 。

中央下が 出力データで ある。
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2 ．プ ロ グラム の 概観

　プ ロ グラム の 実行 画面を図 1に示す 。 画面

の 右上がメ イ ン メ ニ ェ
ー

、 右下が辞書ユ
ー

テ

ィ リテ ィ 、左 上が サ ン プル データ、左下及び

四 ：団：魍 跏 ■闘驛鬮聡 覊
’
： Amuel「　

　榊
［囲 　 　M・t・ne一
館 　塑 」−smErbJ
＿盤 」　＿竺 竺 』＿坐 」

竺

　　　　 図 1 プ ロ グ ラム実行画面

出力 は表形式 とテ キ ス ト形式 の どち らか で

あ り、サ ン プル デ ー
タ に は＠1 （中学 1 年）

や＠2 （中学 2 年）の よ うに学年 の デー
タが

入 っ て い る。

　メ イ ン メ ニ ュ
ー

の 「Analyze」 ボ タン を ク

リ ッ クす ると解析 が始 まる 。 最初は文章を段

落に分け、段落を文に分ける 。 そ の 後 1文の

単語数 と各 単語の音節数を計算 し、文単位 で

単語 を原型 に変換す る準備 を始 める 。 これ に

は 「lt’s」や 「1「d」 な どの 省略形 を元 に戻 し、
「

，」 や 「．1 な どを単語 と分離す る処 理 な ど

が 含まれ る 。
こ れ ら の 後 、 単語辞書 を検索 し

て 単語 を原形 に変換 し
、 難易度 の 割付けを行

う。 次に原形 へ の変換結果を利用 して 熟語 辞

書の 検索を行 う。 処理 時間は実用上重要で あ

るが 、 中学 1年 か ら高校 2年まで の
一

連の 教

科書で 10秒程度で ある。

　次 は こ の プ ロ グラ ム の 主な 3 っ の 機能で

あ る リ
ー

ダビ リテ ィ の 測定 、 新 しい 指標作成
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の ための データ出力、新 しい 辞書の 作成方法

に つ い て 説 明す る 。

3 ． り
一ダ ビ リテ ィ の 測定

　メ イ ン メ ニ ュ
ーの 下部には難易度を評価

する計算式 （指標）が表示 され て い る。 指標

は 1文当 りの 単語数 （Words）、1語当 りの音

節数 （Syllables）、 1 語 当 りの 単語難易度

（WordDiff ）、 1 文 当 り の 熟 語 難 易 度

（ldiomDi丘）の 1次式 で与 え られてい る。 メ

イ ン メ ニ ュ
ー

の 「Sentence　TotalDiff1ボタ ン

や 「Paragraph　TotalDiff1ボ タン をク リッ クす

る と、「Analyze」 で解析 した結果 を用 い 、こ

の 式を利用 して 、 文ま た は段落ごとの り
一ダ

ビ リテ ィ の 値 が中学 1年 を 1、高校 2 年 を 5

となる よ うに表示 され る。

4 ．新 しい 指標の 作成

　 2 節 で述 べ た解析 か ら新 しい 指標 を作 り

出すこ とは 難 し くな い 。 メ イ ン メ ニ ュ ・一一の

「Sentence　Data」 ボタ ン や 「Paragraph　DataJ

ボ タン をク リッ クす る と、英文 に付 け られた

学年 デ
ー

タ 、解 析 中に 調 べ た WordS と

Syllables、　 Wor （Diffと IdiomDiff を統計処理

用の データ として 出力 で きる 。

　こ の機能 を利用 して 、中学か ら高校 まで通

して 出版 され て い る教科書をデー
タ とし、各

文 の 学年を 目的変数 に 、他 の 4 つ の 変数 を説

明変数 に して 重回帰分析 を行 い 、結果 の 重 回

帰式 を新 しい 指標 とすれ ば よい 。

5 ．新 しい 辞書の 作成

　英文デ
ー タ中に学年データを埋 め込ん で

お けば 、 検索過程 を逆 に利 用 して 単語 の 初出

現学年が分か る 。 こ の 考え方は 熟語 に も利用

で き る 。 こ の 初出現学年を難易度 にす れば教

科 書に基 づ い た新 しい 難 易度の 辞 書を作 成

す るこ とがで きる 。 そ の た め に はまず メイ ン

メ ニ ュ
ーの 「Dic　Utility1ボ タン を ク リ ッ ク

し て 辞 書 ユ
ー

テ ィ リ テ ィ を 表 示 させ 、

「Make　WordDic」ボタ ンや 「Make　IdiomDicJ
ボ タン をク リソ クする 。 出力 された 結果はそ

の まま単語辞書や 熟語辞書 として 利用で き

る 。

6 ．指標の 評価 と補正

我 々 は中学か ら高校まで の 教科書を出版

して い る 3 社の教科書を用い て 、単語辞書 と

熟語辞書を作成 した 。 そ の 後 、
こ れ らの 辞 書

と教科書 を利 用 して新 しい 指標 を作成 した。

その 結果 は以下の 通 りで あ る。

Diff＝0．10xWords＋ O．43　x　Syllables

　 ＋ 0，98xWordDiff ＋ 0．063× IdiomDiff＋ 0．28

　さて 、こ の 指標は教科書の 学年 を 目的変数

とし て 作 られて い るが、1 つ 教科書に は様々

なリ
ー

ダビ リテ ィの 文が含まれて い る 。 そ れ

ゆえ読者 が感 じる難易 度 とこ の 指標 に よ る

難易度に は差が生 じる もの と思 われ る。我々

は これ を補正するた め に標準的な英文 を 130

程度集め 、 専門家 4 人 に各文の リーダビ リテ

ィ を評価 して もらい 、その 平均を我 々 の 指標

の 結果 と比較 して補正 式 を導出した 。 補正式

には 非線形の 要素を取 り入 れ 、 検討の 結果、

成長 曲線の モ デル と して知 られ て い る以下

の ゴ ン ペ ル ツ 曲線に よ る変換を採用 した 。

NewDiff ニ4．387xexp（−27，762xO ．326Diff）＋ 1．031

こ の 変換に よ り専門家の 評価 とパ ソ コ ン の 評

価 との 相関係数 は 0．908 とな っ た。

7 ．お わ りに

　我 々 の 提案する指標の 決定法は 、 教科書 を入

力す る こ とだけで 求め られた粗い 評価 を 130

程度 の 例文 に よ る詳 し い 評価 で 補正 す る方法

で あ る 。

　 こ の 方法は最良の 方法で はない が、教科書を

入力す る こ とは誰に で もで き 、 130程度の 例文

を評価す る こ とはあま り専門家を煩 わせ るこ

となくで きる方法で ある。ま た これは 日本の み

な らず 、 英語を学ぶ世界の 国で 、 そ の 国の 教育

の 実情 に あっ た指標 を容易 に作 る こ とが で き

る方法で もある。

　現在 、 統計処 理は別 の ソ フ トウェ ア を用 い て

い るが 、今後 こ の部分をシ ス テ ム に加 え て 、指

標開発 ツ
ー

ル として 単独 で機能で き る よ うに

し て もよい 。
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